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富岳(ポスト京)を見据えた先端技術検討

標 協

開発した標準の維持、普及啓発 標

デジタル製品技術文書(DTPD)の規格開発
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標
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情報交換ITツール要件定義 協

SASIG CBDX*運用ガイド作成

*CBDX：Collaborative BOM Data Exchange

協

先

先

標

標
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データ交換の更なる効率化・自動化を実現するために、
変換後のデータ保証（同一性検証）が必要となっている。

開発工程間企業間

OEM⇔OEM
OEM⇔サプライヤ

企業や工程を跨ぐ際にデータ変換は必須

産業界での業容

１．活動背景 ～活動背景：データ変換/同一性検証の必要性～

3
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１．活動背景 ～活動背景：課題の把握～

一方で、各社共通のデータ変換課題があることは確認できたため、
ツールの調査及び実用性確認をすると共に、適用場面に応じた

検証内容の深堀を行い、実務展開につなげるための検討を行う。
4

ガイドライン策定は行ったが、“同一性検証”の実務適用は進んでいない
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１．活動背景 ～活動背景：ISO発行～

5国際規格が発行されたことにより、ツールの機能実装の充実が期待できる
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各社で実務適用できるようにするための地盤(方針、モノ)を
提供する

本タスクの狙い

目指す姿

 変換後のデータの再現性、再利用性の保証ができる

 企業間／社内業務工程（部門）間のデータ変換トラブルにより
発生するロスを解消する

２．タスクの概要
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対策手段

 効果の大きい（各社共通課題）ユースケースを選定し、検証基準
（項目・しきい値）を決める。

 必要な機能を実装いただくよう、ベンダーへ要望する。

実施計画
2017 2018 2019

状況調査と
効果の具体化

検証ツール
の対応

ガイドライン/
資料作成

・ユースケースの洗い出し
・効果の明確化
・検証ツール機能まとめ

・ユースケース選定
・検証クライテリア検討

・利用/活用ガイドライン※
・適用/定着ガイドブック
・標準規格開発

※同一性検証ガイドラインの改訂
※PDQチェックとの関連性の定義

・ツールの機能要件定義
・ツールベンダーへのお願い

２．タスクの概要
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2017 2018

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 01月 02月 03月

同一性検証ツー
ルの実用性確認

GPDIS参加
AIAG合同会議

方策 アウトプット 実績

2017年度 状況調査と嬉しさ（効果）の具体化
・ユースケースの洗い出し（JAMA/JAPIAとして

優先度付け）
・検証による嬉しさ明確化
・海外調査結果の反映
・検証ツールの洗い出し、機能一覧まとめ
・標準規格開発へのインプット

・検証ツール、機能リスト ○ ・検証ツールの洗い出しはエリジ
オン様にご協力頂き完了。
・海外、他業界との情報交換、実
状整理は予定通り実施。
・ユースケース検討を現在実施中。

・海外調査結果報告資料 ○

・ユースケース調査、検討結果報告資料
○

2018年度 検証ツールの対応
・ユースケースを元に検証ツール機能の洗い出し
・検証項目、クライテリアの要件定義
・ツールへの機能要望
・標準規格開発へのインプット

・検証項目、クライテリアの検討結果報告資料 －

・ツールに求める機能要件定義書

－

2019年度 ガイドライン/資料作成
・利用/活用に資するガイドライン 作成
・データ変換前後の作業ガイド作成
・標準規格開発へのインプット

・ガイドライン
同一性検証ガイドラインの改訂
PDQチェックとの関連性の定義

－

・データ変換前後の作業ガイド
実務に定着させるための手順、推奨方法 －

▼

調査計画作成 検証ツール洗い出し

同一性検証利用実態調査 ユースケース洗い出し、優先度検討

海外調査計画

JAMA/JAPIA意見交換会

▼
規格開発との情報共有

▼
航空機メーカー意見交換

▼
JAMA/JAPIA
意見交換会

▼

３．活動実績 （2017年度）
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2017年度：ユースケースを洗い出し、効果を具体化する
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各所へのインタビューで分かったこと

航空機業界

CADバージョンアップ

長期保管

3D図面活用

 3D図面、長期保管、CADバージョンアップは、共通のテーマであり、
データ変換する際のトラブル対応が課題である認識も一致している。

 自動車業界では、会社間のデータ交換における課題意識が高い。

 北米では、データ交換課題の対策として流通フォーマットの標準化を進める考え

2Dデータ変換

AIAG

JAMA/JAPIA

会社間のデータ交換
課題無し

（業界全体のCADが統一） 会社間のデータ交換
課題有り

（業界全体のCADが不統一）

・・・ 同一性検証の実務適用の必要性を確認できた。

・・・ 業界共通の課題として、協働することで相乗効果を生み出せる。

・・・ フォーマットの標準化だけでは、双方が見ているデータの一致性は確認できない。
やはり同一性検証は必要。

11
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方策 アウトプット 実績

2017年度 状況調査と嬉しさ（効果）の具体化
・ユースケースの洗い出し（JAMA/JAPIAとして

優先度付け）
・検証による嬉しさ明確化
・海外調査結果の反映
・検証ツールの洗い出し、機能一覧まとめ
・標準規格開発へのインプット

・検証ツール、機能リスト ○ ・検証ツールの洗い出しはエリジ
オン様にご協力頂き完了。
・海外、他業界との情報交換、実
状整理は予定通り実施。
・ユースケース検討を現在実施中。

・海外調査結果報告資料 ○

・ユースケース調査、検討結果報告資料
○

2018年度 検証ツールの対応
・ユースケースを元に検証ツール機能の洗い出し
・検証項目、クライテリアの要件定義
・ツールへの機能要望
・標準規格開発へのインプット

・検証項目、クライテリアの検討結果報告資料 ○ ユースケースの選定およびクライ
テリアの検討を実施。
ツールの検証を行うためのテスト
仕様書、テストデータ、結果レ
ポートのテンプレートを作成。

・ツールに求める機能要件定義書

○

2019年度 ガイドライン/資料作成
・利用/活用に資するガイドライン 作成
・データ変換前後の作業ガイド作成
・標準規格開発へのインプット

・ガイドライン
同一性検証ガイドラインの改訂
PDQチェックとの関連性の定義

－

・データ変換前後の作業ガイド
実務に定着させるための手順、推奨方法 －

2018 2019

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 01月 02月 03月

同一性検証ツー
ルの実用性確認

★ 1stターゲット（軽量データ、形状・構成差分比較）の検証結果確認までを優先的に実施する

ユースケース・クライテリア検討

★ 2ndターゲット（システム変更、長期保管）への横展

ユースケース・クライテリア検討

検証要件定義・データ準備

検証要件定義
・データ準備

▼ツールベンダーへ
検証依頼

検証実施

結果確認・検証方法の見直し
検証実施
(エリジオン殿)

2018年度：ユースケース・クライテリアを決定し、ツールの検証を行う！

12

３．活動実績 （2018年度）



Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.2020

ユースケース 軽量データ 長期保管

業務シナリオ 部品の構成や形状をWebブラウザなどを用いて
ノートPCやタブレットで確認する。

メインストリームのCADが利用できなくなった場
合でも他のアプリを利用し継続的に参照・利用で
きることを担保できる形式で保管する。

検証データ 3Dアセンブリデータ（NX⇒JT） 3Dアセンブリデータ（NX⇔JT・STEP , CATIA 
V5⇔STEP）（PMI,管理情報含む）

クライテリア

各社共通課題のユースケースを選定し、クライテリアを定義した

※3DA検証モデル流用 ※3DA検証モデル流用

カテゴリ 検証項目

形状 4項目：曲線長、点間最大距離、エッ
ジ間最大距離、フェース間最大距離
（B-rep  vs  Facet）

アセンブリ構造 3項目：アセンブリ構成数、アセンブ
リ定義、パートインスタンス

表示属性 2項目：表示定義、色・透明度の

製品特徴 －

管理情報 1項目：部品番号名称派生定義

製造情報 －

解析 －

カテゴリ 検証項目

形状 13項目：曲線長、要素間距離など

アセンブリ構造 3項目：アセンブリ数、構造など

表示属性 12項目：表示定義、色・透明度など

製品特徴 14項目：View定義、寸法公差、
Noteなど

管理情報 4項目：部品番号名称、設計変更バー
ジョンなど

製造情報 －
※図面の種類により必要になる

解析 －
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ユースケース 形状・構成差分比較 システム変更（2D）

業務シナリオ 設変によって変更された箇所を効率的に検出する。
データが設変されたが、どこが変更されたか確認し
たい。

ネイティブデータの長期保管やCADシステムのバー
ジョンアップをするために“直す”ことを目的とした同
一性の担保が必要となる。

検証データ 3Dアセンブリデータ（NX⇔NX , STEP⇔STEP） 2Dデータ（3Dとの連携なし）

クライテリア

設変後

変更箇所：形状（曲線長/穴追加）、アセンブリ構成（ファイル名/階層構造）
色（要素色/透明度）

カテゴリ 検証項目

形状 4項目：曲線長、点間最大距離、エッジ
間最大距離、フェース間最大距離

アセンブリ
構造

3項目：アセンブリ構成数、アセンブリ
定義、パートインスタンス

表示属性 2項目：表示定義、色・透明度の

製品特徴 －

管理情報 1項目：部品番号名称派生定義

製造情報 －

解析 －

※3DA検証モデル流用

カテゴリ 検証項目

形状 7項目：曲線長、要素間距離、解析線など

アセンブリ
構造

－

表示属性 9項目：表示定義、色・透明度の

製品特徴 21項目：View定義、寸法公差、Noteなど

管理情報 4項目：部品番号名称、設計変更バージョン
など

製造情報 －
※図面の種類により必要になる

解析 －

３．活動実績 （2018年度）

各社共通課題のユースケースを選定し、クライテリアを定義した
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方策 アウトプット 実績

2017年度 状況調査と嬉しさ（効果）の具体化
・ユースケースの洗い出し（JAMA/JAPIAとして

優先度付け）
・検証による嬉しさ明確化
・海外調査結果の反映
・検証ツールの洗い出し、機能一覧まとめ
・標準規格開発へのインプット

・検証ツール、機能リスト ○ ・検証ツールの洗い出しはエリジ
オン様にご協力頂き完了。
・海外、他業界との情報交換、実
状整理は予定通り実施。
・ユースケース検討を現在実施中。

・海外調査結果報告資料 ○

・ユースケース調査、検討結果報告資料
○

2018年度 検証ツールの対応
・ユースケースを元に検証ツール機能の洗い出し
・検証項目、クライテリアの要件定義
・ツールへの機能要望
・標準規格開発へのインプット

・検証項目、クライテリアの検討結果報告資料 ○ ユースケースの選定およびクライ
テリアの検討を実施。
ツールの検証を行うためのテスト
仕様書、テストデータ、結果レ
ポートのテンプレートを作成。

・ツールに求める機能要件定義書

○

2019年度 ガイドライン/資料作成
・利用/活用に資するガイドライン 作成
・データ変換前後の作業ガイド作成
・標準規格開発へのインプット

・ガイドライン
同一性検証ガイドラインの改訂
PDQチェックとの関連性の定義

〇
ISOの情報、これまで検討してき
た内容、実際にツール検証して確
認できた内容をガイドラインとし
てまとめ、一般公開する。・データ変換前後の作業ガイド

実務に定着させるための手順、推奨方法 〇

2019 2020

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 01月 02月 03月

同一性検証ツー
ルの実用性確認

JNCﾒﾝﾊﾞｰとの情報共有▼

ガイドライン作成

検証結果の確認

確認・修正・提出

普及展開方法の検討

GALIAとの情報共有▼

広報宣伝活動

ガイドラインの内容検討

2019年度：ガイドラインを作成し、実務適用を促進する！！

３．活動実績 （2019年度）

Siemensｶﾝﾌｧﾚﾝｽで講演▼
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既存のガイドラインをベースに、ISOとの整合、実務利用を想定した実行方
法を追加してガイドラインV2.0として発行する。

V2.0

３．活動実績 （2019年度）

公開資料 概要 公開予定

ガイドライン
（基準編）

ISOの内容を織り込んだ同一性検証の定義を提
示する。

2020年4月

ガイドライン
（実務編）

実際の業務シナリオを想定した検証内容の指
針を提示し、具体的な検討プロセスを紹介す
る。実務適用の検討から実装までのリードタ
イムを短縮する狙い。

2020年4月

用語集 ガイドライン（基準編、実務編）の専門用語
を解説する。

2020年4月

検証データセット ツール検証のチェックシート、データ、テス
ト仕様書を公開する。
今回ベンチマークに参加できなかったツール
ベンダーに機能実装検討の参考にしてもらう
狙い。

2020年4月
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ガイドライン（基準編）

３．活動実績 （2019年度）

ISOの内容を織り込んだ同一性検証項目の詳細定義

検証項目一覧表 検証項目の詳細定義

ISO及びJAMAで定義した
検証項目を網羅し、

共通言語にするための
項目IDを付与

検証項目の仕分け
(Validation Class)

ISOに基づき、
検証項目を分類するための

区分けを定義

各項目の判定対象、
判定方法を解説
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ガイドライン（実務編）

３．活動実績 （2019年度）

検証実績に基づいた実務適用の検討プロセスを提示

検証項目及び閾値の
選定方法

実際に検証した事例の紹介

【狙い】
利用目的に応じた

検証項目を効率的に
選定する

実務適用を検討する際の
推奨手順

【狙い】
実務適用の検討時間を

短縮する

【狙い】
同じような実務適用を

検討する場合に、
そのまま活用して頂く
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V2.0

４．今後の計画

JAMA/JAPIA ツールベンダー規格開発

20

自動車業界の
ニーズを提示

ガイドラインを発行して終わり・・・ ではなく

実務適用促進

ユーザーの
業務要件を確認
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目的
同一性検証の実務適用を促進し、各社のデータ変換/データ交換における
課題を解消する

目標
・『同一性検証ガイドライン V2』を活用することで、実務適用検討の

リードタイム短縮が可能であることを実証する。
・同一性検証を実施することで解決できる課題（具体的な効果）があることを

実証する。

４．今後の計画 2020年度の活動

今中期の成果物として発行した『ガイドラインの実用性』と

『同一性検証を実施する効果』を実証する。
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2020 2021

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 01月 02月 03月

同一性検証ツー
ルの実用性確認

WEB会議 with GALIA

方策 アウトプット 実績

2020年度 実務適用の実証実験を行う
・実際の課題に対して同一性検証の適用を検討する
・実際のデータを利用する
・ガイドラインの実用性を確認し、不足があれば改訂する
・同一性検証を実施することによる効果を実感する

・ガイドライン（改訂）

・検証結果レポート

・ガイドライン（英語版）

▼

テーマ、
スケジュール確認

各社それぞれの課題と実データで検証

22

2020年度：同一性検証およびガイドラインの有効性を確認する

４．今後の計画 2020年度の活動

検証結果まとめ
維持管理方法提示

ガイドライン翻訳

WEB会議 with AIAG▼

WEB会議 with GALIA▼

WEB会議 with AIAG▼
SC4日本会議

▼
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各社の検証テーマ候補

４．今後の計画 2020年度の活動

いすゞ 長期保管

スズキ 長期保管

ホンダ 企業間データ交換、データマイグレーション

ヤマハ 企業間データ交換、データマイグレーション

スタンレー 長期保管、３Dアノテーション付きデータ交換、形状変更箇所の検出

小糸 長期保管、企業間データ交換、データマイグレーション

デンソー 長期保管、データマイグレーション

効果

・長期保管データ形式に変換した際のエビデンスを標準化できる
・CADのバージョンアップ時のマイグレーション作業の効率を改善できる
・中間ファイルでのデータ交換を行う際の変換前後の状態を確認することで

確認や修正作業が削減できる
・中間ファイルでデータ交換しても問題ないことが確認できれば、

CAD環境の維持管理の負担が大幅に軽減できる（JAPIA）
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１ 活動背景

２ タスクの概要

３ 活動実績

４ 今後の計画

５ 最後に

目次
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【従来活動】

３D図面を中心とした
標準化・規格化

CAE先端技術検証

同一性の検証

電子制御
情報の交換

部品表
情報の交換

従来のエンジニアリング領域で
未着手の領域への拡大

エンジニアリング対象領域
そのものの拡大

メカニカル

メカトロニクス

同一性の対象：形状情報 ⇒ 属性情報 ⇒ 制御情報（制御モデル）

現状の規格の範囲 更なる拡大が必要

５．最後に

★デジタルエンジニアリングの進化に伴い、

同一性検証の対象範囲は今後も拡大する！
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５．最後に

★実務で活用できる状態を維持するために、

必要に応じて内容を見直す事が重要。

今回の活動は、あくまで現時点での状況をベースにしているため、

最新のCAxデータや標準化進んだ領域に対しては、アップデートが必要。
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ご清聴ありがとうございました。

引き続きJAMA活動へのご理解とご協力を

宜しくお願い致します。


